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令和元年１１月７日発行 

なつや 

 

笠間市教育委員会生涯学習課 

令和元年 11月１日(金)に、いばらきっ子郷土

検定の笠間市大会が実施されました。 

いばらきっ子郷土検定とは、県内の中学 2 年

生が、市内に関する問題（25 問）と県に関する

問題（25 問）に取り組み、各学校の平均点で競

い合います。市内の中学校の中で、成績が１番

よかった学校が、県大会出場となります。代表

になった学校には笠間市代表として、ぜひ県大

会でも大活躍することを期待します。 

 

みなみ学園義務教育学校  

クラス担任 菅庭 悠希先生 

「グループごとに競い合いながら、楽しく郷

土検定について学ぶことができました。本番

へ向けて、ベストをつくせるようにみんなで

がんばっていきます。」 

稲田中学校  

クラス担任 仲村 幹太先生 

「生徒たちは、郷土検定に親しみを持って学

ぶことができました。１年生の頃の総合学習

を思い出しながら、意欲的に笠間市や茨城県

のクイズも取り組めました。郷土検定に向け

て、意欲的になる様子も感じられました。」 

【郷土検定の笠間市問題】 

笠間市内のＪＲ線の駅はいくつあるでしょう。 

① ３駅  ②４駅  ③５駅  ④６駅 

 

ク
イ
ズ 

笠間市役所ホームページ 笠間市の学校と地域をつなぐ教育情報誌「つなぐ」に掲載しています。 

11月 1日 いばらきっ子郷土検定 笠間市大会実施 

先生と対戦！ 

 いばらきっ子郷土検定へ向けて、希望する中学校には、生涯学習課による説明会を行
いました。今年度の説明会では、昨年度の県大会の様子や早押し機を使っての先生と対
決などを行いました。先生と生徒のみなさんでのクイズ対決は、大変盛り上がりました。 

先生の熱いメッセージ 

早押し機活用 

稲田中学校 

みなみ学園義務教育学校 

答え ③４４市町村 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                受講生 磯 実佑さん 

 私は、笠間おもてなしキッズ養成講座に参加し、

自分の知らなかった笠間の魅力を知ることができ

ました。また、自作の笠間のステキ案内カードを配

ることで、たくさんの人とコミュニケ―ションをと

ることができ、とても楽しかったです。来年もある

なら、また参加したいです。 

 

社会教育指導員 大足先生 
笠間を学び、笠間を理解し、世界へ笠間の魅力を発信できる。そんな、将来笠間を支える子ど

もたちになってもらおうと始めた講座に、８月から１０月まで熱心に取り組んでくれました。秋

の国体や菊まつりに訪れたお客さまへは、自分たちで見つけた「笠間のステキ」を紹介するカー

ドを使いながら、最高の笑顔でおもてなしができました。 

 

笠間おもてなしキッズ養成講座 令和の主役はキミだ！ 

～茨城国体や菊まつりでおもてなし～ 

「笠間おてもなしキッズ」が、笠間稲荷神社門前通り周辺をメインに取材
し、「笠間のステキ案内カード」を作成しました。そして、菊まつりや茨城国
体で訪れた観光客の方に、作成したポストカードを渡しながら、笠間のよい
ところを紹介しました。 

答
え 

④の６駅 常磐線に友部駅・岩間駅の２駅。水戸

線に宍戸駅・笠間駅・稲田駅・福原駅と４駅。合

計すると６駅になります。 

 

受講生 大平 千桜さん 

夏休み前に「笠間おもてなしキッズ養成講座」のチラシを見

て、国体や菊祭りでたくさんの人に笠間を知ってほしいと思っ

て参加しました。知らない人に声をかけるという行動を初めて

体験して、はずかしい気持ちもありましたが、楽しかったです。

大足先生をはじめたくさんの方にサポートしていただき、あり

がとうございました。とてもすてきな体験でした。 

【お問合せ先】 
笠間市教育委員会 
生涯学習課 
（担当）三澤           
   


